
学校番号　３０１９

教科 理数科 科目 (学)理数数学Ⅰ演習 年次 1年次

使用教科書

副教材

１　　担当者からのメッセージ(学習方法等)

２　　学習の到達目標

３　学習評価(評価規準と評価方法)
技能 知識・理解

　図形の性質，図形と計量，集合と命題，場合の数と確率，整
数の性質，図形と方程式において，事象を数学的に表現・処理
する仕方や推論の方法などの技能を身に付けている。

　図形の性質，図
形と計量，集合と
命題，場合の数と
確率，整数の性
質，図形と方程式
における基本的な
概念，原理・法則
などを体系的に理
解し，基礎的な知
識を身に付けてい
る。

・定期考査 ・定期考査

・小テスト ・小テスト

４　学習の活動

a b c d
b:図形の性質を証明するのに，既習事項を用いて，論理的に考
察できる。
c:証明の際に適切な補助線を引いて考察することができる。

d:線分の内分・外分，平行線と比などの基本事項を理解してい
る。三角形の角の二等分線に関する性質を理解し，利用でき
る。
a:三角形の外心，内心，重心に関する性質に興味を示し，積極
的に考察しようとする。
b:図形の性質を証明するのに，間接的な証明法である同一法を
適用することができる。
c:三角形の外心，内心，重心に関する性質や相互関係を証明す
ることができる。
d:三角形の外心，内心，重心の定義，性質を理解している。

a:チェバの定理・メネラウスの定理に興味を示し，積極的に考
察しようとする。
c:チェバの定理，メネラウスの定理を，三角形に現れる線分比
や図形の面積比を求める問題に活用できる。
d:チェバの定理・メネラウスの定理を理解している。

a:三角形の外接円は必ず存在するが，三角形以外の場合は必ず
しも存在しないことから，四角形が円に内接する条件を考察し
ようとする。
d:円周角の定理と円周角の定理の逆を理解している。円に内接
する四角形の性質を利用して，角度を求めたり，円と四角形の
様々な性質を証明できる。四角形が円に内接するための条件を
利用して，図形の性質を証明できる。

3単位

数学Ⅰ，数学A，数学Ⅱ　　(数研出版)

サクシードⅠ＋A　(数研出版)　　青チャートⅠA(数研出版)

観点

単元(題材)の評価規準 評価方法

関心・意欲・態度

三角形の辺の比 定期考査

確認テスト

提出物

観察

三角形の外心，内
心，重心

学期 単元(題材) 学習内容

定期考査
確認テスト

提出物
観察

チェバの定理，メネ
ラウスの定理
研究　三角形の辺と
角

定期考査

確認テスト

提出物

観察

円に内接する四角形 定期考査

確認テスト

提出物

観察

内容
主な評価の観点

○○○

○ ○ ○ ○

・課題・提出物の状況 ・提出レポートの内容

ノート，プリント， ・提出ノートの内容

令和２年度　　理数科

① 授業内容が理解でき、自ら問題が解け、数学を学習するペースができている。
② 傍用問題集(サクシード)のＢ問題がすらすらと解けるようになる。
⇒　単元の学習が終わっているところについては発展、演習問題が解けるようになることが望ましい。
③ 自分で解けるだけでなく、人に伝える、教える力をつける。
④ 答えを出すだけでなく、論理的に考えを記述する力をつける。また、多面的に問題をとらえてより良い解法で問題を解くことができる。

　図形の性質，図形と計量，集合と命題，場合の数と確率，整数の性質，図形と方程式について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，
事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

レポート等

単位数

観点の趣旨

　図形の性質，図形と計量，集合
と命題，場合の数と確率，整数の
性質，図形と方程式における考え
方に関心をもつとともに，数学の
よさを認識し，それらを事象の考
察に活用して数学的な考え方に基
づいて判断しようとする。

　図形の性質，図形と計
量，集合と命題，場合の数
と確率，整数の性質，図形
と方程式において，事象を
数学的に考察し表現した

り，思考の過程を振り返り
多面的・発展的に考えたり
することなどを通して，数
学的な見方や考え方を身に

付けている。

評価方法

・学習活動への取り組み

思考・判断・表現

・定期考査

○○

○○

前期
4,5月

図形の性質
(数A)

平面図形

○



a b c d
単元(題材)の評価規準 評価方法学期 単元(題材) 学習内容内容

主な評価の観点

前期
4,5月

図形の性質
(数A)

平面図形 円と直線 ○ ○ b:円と直線を動的にとらえて，それらの位置関係を考察するこ
とができる。接線と弦の作る角についての定理を証明する際に
場合分けをしながら考察することができる。
d:円の接線の性質を利用して，線分の長さを求めたり，図形の
性質を証明できる。接線と弦の作る角の性質を利用して，角度
を求めることができる。

方べきの定理 ○ ○ ○ a:相似を利用した方べきの定理の導き方に興味・関心をもつ。

b:方べきの定理Iの割線PCDの極限として接線PTを考えた場合

が，方べきの定理IIであるとの見方ができる。

d:方べきの定理を利用して，線分の長さを求めたり，図形の性
質を証明することができる。方べきの定理の逆を理解し，それ
を用いて図形の性質を証明することができる。

2つの円の位置関係 ○ ○ ○ ○ a:2つの円の位置関係の判定条件として，中心間の距離と半径
の関係について，積極的に考察しようとする。

b:2つの円の位置関係を，動的な面から観察することができ
る。c:2つの円が内接しているとき成り立つ性質を利用して角度を求
めることができる。

d:2つの円の共通接線の長さを求めることができる。

作図 ○ ○ ○ ○ a:数学で扱う作図と，日常において図形をかくことでは，何が
違うか考えてみようとする。
b:平行線と線分の比の性質を利用して，内分点・外分点が作図

できたり，b/aやabの長さをもつ線分が作図できることに気付
く。c:√aの長さをもつ線分の作図の方法を文章で表現し，得られた
図形が確かに条件を満たすことを証明することができる。
d:中学校で学んだ垂線の作図を知っている。

空間図形 直線と平面
研究　三垂線の定理

○ ○ ○ a:三垂線の定理について関心をもち，その意味を理解しようと
する。
b:空間における直線と平面が垂直になるための条件を，正四面
体に当てはめて考察できる。空間における直線や平面が平行ま
たは垂直となるかどうかを，与えられた条件から考察できる。
d:空間における2直線の位置関係やなす角を理解している。

多面体 ○ ○ ○ a:オイラーの多面体定理がどんな凸多面体でも成り立つかどう
か調べてみようとする。オイラーの多面体定理を利用すると，
正多面体の面の形から面の数が限定されることに関心をもつ。
c:正多面体どうしの関係を利用して，正多面体の体積を求める
ことができる。
d:正多面体の特徴を理解し，それに基づいて面，頂点，辺の数
を求めることができる。

○ ○ ○ ○ a:身近な問題を２次不等式で解決しようとする意欲がある。

b:2次式が一定の符号をとるための条件を，グラフと関連させ

て理解している。変数がtである２次不等式についてもxの場合
と同様に考察できる。

c:式を解きやすい形に変形してから，２次不等式を解くことが
できる。
d:２次不等式を解くことができる。２次の連立不等式を解くこ
とができる。２次不等式を利用する応用問題を解くことができ
る。

○ ○ ○ a:直接測ることのできない距離や角度などを求めることに興
味・関心がある。
b:三角比の表のsinθ，cosθ，tanθの値の意味を考えることがで
きる。具体的な事象を三角比の問題としてとらえることができ
る。d:直角三角形において，正弦，余弦，正接が求められる。直角
三角形の辺の長さを三角比で表す式を理解しており，測量など
の応用問題に利用できる。

○ ○ ○ ○ a:tanθ，sinθ，cosθの相互関係を調べようとする。

b:三平方の定理をもとに三角比の相互関係を考えることができ
る。c:sin(90ﾟ－θ)＝cosθなどの公式を利用できる。

d:三角比の相互関係を利用して，１つの値から残りの値が求め
られる。

三角形への
応用

○ ○ ○ b:既知である鋭角の三角比を，鈍角の場合に拡張して考察する
ことができる。
c:座標平面上の半円の半径を適当に変えて，鈍角の三角比を考
察することができる。sin(180ﾟ－θ)＝sinθなどの公式を利用
できる。三角比を用いて，直線とx軸とのなす角が求められ
d:座標を用いた三角比の定義を理解しており，三角比の値から
θを求めることができる。正弦の値からは角は１つに定まると
は限らないことを理解している。

○ ○ ○ ○ a:三角形の外接円，円周角と中心角の関係などから，正弦定理
を導こうとする。
b:三角形の外接円，円周角，辺の長さなどの関係を考察するこ
とができる。
c:正弦定理におけるA＝B＝C＝Dの形の関係式を適切に処理で
きる。
d:正弦定理を用いて三角形の辺の長さや外接円の半径が求めら
れる。

○ ○ ○ a:三平方の定理をもとに余弦定理を導こうとする。

b:三角形の辺の長さや角の大きさと余弦定理との関係を考察す
ることができる。余弦定理を三角形の形状決定と関連させて考
えることができる。
d:余弦定理を用いて，三角形の辺の長さや角の大きさが求めら
れる。

○ ○ ○ a:三角形の解法や測量問題を正弦定理や余弦定理を用いて解こ
うとする。
b:正弦定理や余弦定理を，測量に応用できる。

c:余弦定理や正弦定理を用いて，三角形の残りの辺の長さや角
の大きさを求めることができる。正弦定理をa：b：c＝sinA：
sinB：sinCとして利用できる。空間における測量では，適当な
三角形に着目して考察できる。

定期考査
確認テスト

提出物
観察

余弦定理 定期考査
確認テスト

提出物
観察

正弦定理と余弦定理
の応用

定期考査
確認テスト

提出物
観察

前期
5,6月

三角比の拡張 定期考査
確認テスト

提出物
観察

正弦定理

三角比 定期考査
確認テスト

提出物
観察

三角比の相互関係 定期考査
確認テスト

提出物
観察

定期考査
確認テスト

提出物
観察

三角形の面積

図形と計量
(数Ⅰ）

図形と計量

定期考査

確認テスト

提出物

観察

定期考査

確認テスト

提出物

観察

定期考査
確認テスト

提出物
観察

定期考査
確認テスト

提出物
観察

定期考査

確認テスト

提出物

観察

定期考査

確認テスト

提出物

観察



a b c d
単元(題材)の評価規準 評価方法学期 単元(題材) 学習内容内容

主な評価の観点

a:身近にある集合を見つけることができ，集合の考え方に興
味・関心をもつことができる。
b:条件を満たすものを集合の要素としてとらえることができ
る。c:集合の特徴によって，要素を列挙する方法と要素の満たす条
件を示す方法を使い分けて，集合を表すことができる。2つの
集合の関係を記号を用いて表すことができる。ベン図などを用
いて，集合を視覚的に表現して処理することができる。
d:共通部分，和集合，空集合，補集合について理解している。
3つの集合の共通部分，和集合について理解している。ド・モ
ルガンの法則を利用できる。
a:命題と条件の違いや，命題と集合との関係について，積極的
に理解しようとする。
b:命題の真偽を，集合の包含関係に結びつけてとらえることが
できる。命題の真偽，反例の意味を理解し，命題が偽であるこ
とを示すには反例を１つあげればよいことが理解できている。
c:集合の包含関係や反例などを調べることで，命題の真偽を決
定することができる。
d:条件の否定を表す記号を理解している。条件の否定を表す記
号を理解している。条件の否定，ド・モルガンの法則を理解し
ており，複雑な条件の否定が求められる。必要条件，十分条
件，必要十分条件，同値の定義を理解している。

a:直接証明法では難しい命題も，対偶を用いた証明法や背理法
を用いると鮮やかに証明できることに興味・関心を示す。
b:対偶による証明法や背理法のしくみを理解し，これらを適切
に利用し，命題を証明することができる。

場合の数と確
率（数A)

場合の数 ○ ○ ○ ○ a:集合を考えることで，日常的な事柄などを，集合の要素の個
数として数学的に数えようとする。
b:ベン図を利用して集合を図示することで，集合の要素の個数
を考察することができる。
c:具体的な日常の事象に対して，集合を考えることで，人数な
どを求めることができる。
d:集合の要素の個数の公式を利用できる。

場合の数 ○ ○ ○ a:1つの原則を決めて，樹形図などを利用して，もれなく重複
することなく数えようとする。自然数の正の約数の個数を数え
ること，式の展開を利用して約数の和が求められることに興味
を示す。c:事象に応じて，和の法則，積の法則を使い分けて場合の数を
求めることができる。
d:和の法則と積の法則の利用場面を理解している。

順列 ○ ○ ○ ○ a:樹形図を利用して，積の法則から順列の総数を求める式を導
こうとする。
b:特殊な条件が付く順列を，見方を変えたり別なものに対応さ
せたりして処理することができる。
c:順列の総数や階乗を記号で表し，それを活用できる。順列の
問題で，重複して数えないための処理ができる。
d:順列の用語，記号，公式を理解し，利用できる。順列に条件
が付く場合に，条件の処理の仕方を理解している。
a:順列，円順列，重複順列の違いに興味・関心をもつ。

b:既知の順列や積の法則をもとにして，円順列，重複順列を考
えることができる。
c:ものを並べる場合以外でも，重複順列の考え方を利用して処
理することができる。具体的な問題に対して，どのような場合
に，円順列，重複順列の考え方が適用できるかを見極めて，そ
れらの公式を使うことができる。
a:順列と組合せの違いに興味・関心をもつ。組合せの考え方を
利用して図形の個数や同じものを含む順列の総数などが求めら
れることに興味・関心をもつ。
b:既知の順列の総数をもとにして，組合せの総数を考察するこ
とができる。特殊な条件が付く組合せを，見方を変えたり別な
ものに対応させたりして処理することができる。同じものを含
む順列を，組合せで考察することができる。
c:具体的な問題に対して，組合せの考えを利用して式に表すこ
とができる。
d:組合せの用語，記号，公式を理解し，それを利用できる。組
合せに条件が付く場合に，条件の処理の仕方を理解している。
組分けの総数を求めることができる。同じものを含む順列の総
数を求めることができる。重複組合せについて理解し，その総
数を求めることができる。
a:くじを引くことを何回も繰り返す実験などを通して，統計的
確率と数学的確率の違いに興味・関心をもつ。
b:試行の結果を事象としてとらえ，事象を集合と結びつけて考
えることができる。不確定な事象を，同様に確からしいという
概念をもとに，数量的にとらえることができる。
c:試行の結果の事象を集合として表すことができる。

d:確率の意味，試行や事象の定義を理解している。確率の定義
を理解し，確率の求め方がわかる。

○ ○ ○ ○ a:加法定理などを利用して，複雑な事象の確率を意欲的に求め
ようとする。
b:集合の性質を用いて，確率の性質を一般的に考察することが
できる。
c:確率の計算に集合を活用し，複雑な事象の確率を求めること
ができる。
d:積事象，和事象の定義を理解し，定義に基づいてそれらの確
率を求めることができる。確率の基本性質を理解し，和事象，
余事象の確率の求め方がわかる。

○ ○ ○ ○ a:独立な試行の確率について，興味をもって調べようとする。

b:独立な試行の確率を，具体的な例から直観的に考えることが
できる。
c:試行が独立か，独立でないかを判断できる。複雑な独立試行
の確率を，公式や加法定理などを用いて求めることができる。
d:独立な試行の定義を理解し，その確率の求め方がわかる。

○ ○ ○ a:具体的事象について反復試行の確率を興味をもって調べよう
とする。
b:既習の確率の知識を利用して，反復試行の確率について考え
ることができる。
d:反復試行の意味を理解し，その確率の求め方がわかる。

○ ○ ○ ○ a:条件付き確率や確率の乗法定理の考えに興味・関心をもち，
積極的に活用しようとする。条件付き確率を利用して原因の確
率が考えられることに興味をもち，それについて考察しようと
b:加法定理，乗法定理を活用して複雑な確率の問題解決に積極
的に取り組もうとする。条件付き確率を利用して原因の確率が
求められる。
c:条件付き確率を，記号を用いて表すことができる。条件付き
確率の式から確率の乗法定理の等式を導くことができる。
d:乗法定理を用いて2つの事象がともに起こる確率が求められ
る。条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確率の計算ができ
る。

定期考査
確認テスト

提出物
観察

反復試行の確率 定期考査

確認テスト

提出物

観察

定期考査
確認テスト

提出物
観察

定期考査
確認テスト

提出物
観察

定期考査

確認テスト

提出物

観察

条件付き確率
研究　原因の確率

定期考査
確認テスト

提出物
観察

○ ○ ○

○○○○

確率の基本性質 定期考査
確認テスト

提出物
観察

円順列・重複順列 定期考査

確認テスト

提出物

観察

集合の要素の個数
研究　3つの集合の和
集合の要素の個数

組合せ
研究　重複を許して
取る組合せ

定期考査
確認テスト

提出物
観察

事象と確率 定期考査
確認テスト

提出物
観察

○ ○ ○ ○

独立な試行の確率

前期
7,9月

場合の数

確率

前期
6,7月

集合と命題
（数Ⅰ）

集合と命題

定期考査
確認テスト

提出物
観察

集合 定期考査
確認テスト

提出物
観察

命題と条件

命題と証明 定期考査
確認テスト

提出物
観察

○○○○

○ ○ ○ ○

○ ○



a b c d
単元(題材)の評価規準 評価方法学期 単元(題材) 学習内容内容

主な評価の観点

○ ○ ○ b:4の倍数の判定法から類推して，8の倍数の判定法を見いだ
す。平方数になる条件を，素因数分解の結果から考察すること
ができる。c:ある整数aの倍数はakと表せることを使って，簡単な命題を
証明することができる。自然数の素因数分解を求めることがで
きる。d:約数・倍数の意味を理解している。自然数の正の約数やその
個数を求めるのに，素因数分解が利用できることを理解してい

○ 〇 b:2数の最小公倍数は2数の素因数のすべてを因数とするという
ことを理解し，それを利用して問題を考察することができる。
c:互いに素な整数の性質を利用して，簡単な命題を証明するこ
とができる。最大公約数と最小公倍数に成り立つ性質を利用し
て，2数の最大公約数と最小公倍数が既知のときにその2数を求
めることができる。
d:素因数分解を利用して最大公約数・最小公倍数を求める方法を
理解している。

○ ○ ○ b:整数aを正の整数bで割る割り算を，aとbの間に成り立つ等式
としてとらえることができる。

c:2つの整数a，bを除数と余りを用いて表し，a＋bなどの余り
を求めることができる。整数をある正の整数で割った余りで分
類して，簡単な整数の性質を証明することができる。
d:偶数，奇数の表し方を理解し，それを利用して簡単な整数の
性質を証明することができる。

○ 〇 ○ 〇 a:互除法の原理の証明に興味・関心をもつ。素因数分解をしな
くても，互除法によって最大公約数が求められることに興味・
関心をもつ。
b:互除法の計算から最大公約数を表す式が導かれることを具体
例から考察し，一般にも適用できることに気付く。
c:互除法を利用して，a，bが互いに素であるとき，ax＋by＝cを満た

す整数x，yの組を求めることができる。

d:互除法の原理を理解し，互除法を用いて2数の最大公約数を
求めることができる。

○ ○ c:係数が小さい場合の1次不定方程式の特殊解を求め，それによ
りすべての整数解を求めることができる。係数が大きい場合の
1次不定方程式の特殊解を求め，それによりすべての整数解を

求めることができる。整数に関する問題を，1次不定方程式に
帰着させることができ，問題を解くことができる。

d:1次不定方程式，整数解の意味を理解している。

○ ○ c:2進法の加減乗除ができる。

d:位取り記数法，10進法，2進法，n進法について理解してい

る。n進法の整数を10進法で，10進法の整数をn進法で表すこ

とができる。n進法の小数を10進法で，10進法の小数をn進法
で表すことができる。

a:分数が有限小数となるか循環小数となるかは，位取り記数法
の底によって変わることもあることに関心をもち，有限小数と
循環小数の違いが数の分類上の違いを表すものでないことに気
b:分数が整数，有限小数，循環小数のいずれかで表される理由
を，割り算の余りによって考察することができる。分数が有限
小数で表される条件，循環小数で表される条件を論理的に考察
することができる。
c:循環小数を表す記号を用いて，分数を循環小数で表すことができ
る。d:分数が有限小数で表される条件，循環小数で表される条件を
理解している。分数を小数で表したとき，小数第n位の数字を
求めることができる。

x，yの2次方程式の整
数解
整数の割り算の等式
の活用
累乗と余り

○ b:第3章で学んだ内容に関する課題について，主体的に学習
し，数学のよさを認識する。

定期考査
確認テスト

提出物
観察

定期考査

確認テスト

提出物

観察

ユークリッドの互除
法

定期考査

確認テスト

提出物

観察

定期考査

確認テスト

提出物

観察

定期考査

確認テスト

提出物

観察

約数と倍数

n進法 定期考査

確認テスト

提出物

観察

定期考査
確認テスト

提出物
観察

整数の性質
の活用

定期考査

確認テスト

提出物

観察

最大公約数と最小公倍
数
研究　最大公約数，最
小公倍数の性質

整数の割り算と商お
よび余り
研究　自然数の積と
素因数の個数
研究　割り算の余り
の性質（1）
発展　合同式

後期
10,11月

ユークリッド
の互除法

約数と倍数整数の性質
（数A）

分数と小数 ○

1次不定方程式

○ 〇 ○



a b c d
単元(題材)の評価規準 評価方法学期 単元(題材) 学習内容内容

主な評価の観点

a:２直線の平行・垂直の関係を，直線の傾きに着目して考察し
ようとする。連立方程式の実数解の個数を，２直線の共有点の
個数との関係で調べようとする。三角形の垂心について，直線
の方程式を利用して代数的に考察しようとする。
c:連立方程式の解の状況を，２直線の位置関係から考察するこ
とができる。直線の方程式を利用して，図形の性質を証明する
ことができる。
d:２直線の平行・垂直条件を理解していて，それを利用でき
る。連立方程式の実数解の個数と，２直線の共有点の個数の関
係を理解している。直線に関して対称な点の座標を求めること
ができる。点と直線の距離の公式を理解していて，それを利用
a:x，yの２次方程式が，常に円を表すとは限らないことを考察
しようとする。
b:円の方程式がx，yの２次方程式で表されることを理解してい
る。３点を通る円はこの３点を頂点とする三角形の外接円であ
ることを理解している。
c:x，yの２次方程式を変形して，その方程式が表す図形を調べ
ることができる。図形F(x，y)＝0が点(s，t)を通ることを
F(s，t)＝0として処理できる。
d:与えられた条件を満たす円の方程式の求め方を理解してい
る。x，yの２次方程式が，どのような図形を表すかを調べる方
法を理解している。３点を通る円の方程式を求めることができ
a:円と直線の位置関係を，２次方程式の判別式や，円の中心か
ら直線までの距離と円の半径の大小関係により調べようとす
る。円の中心から直線までの距離と円の半径の大小関係から，
円と直線の位置関係を考えることができる。
b:円と直線の共有点の個数を，２次方程式の実数解の個数で考
察することができる。
c:円と直線の位置関係を適切な方法で判定できる。

d:円と直線の共有点の座標を求めることができる。円の接線の
公式を理解していて，それを利用できる。円外の点から引いた
接線の方程式を求めることができる。
a:２つの円の交点と，その交点を通る円の方程式に興味・関心
をもち，具体的な問題に利用しようとする。
b:２つの円の位置関係を，２円の中心間の距離と半径の関係で
考察することができる。
c:２円の中心間の距離と半径の関係を利用して，外接する円の
方程式を求めることができる。F(x，y)＋kG(x，y)＝0の形を利
用して，円や直線の方程式を求めることができる。
d:２つの円の位置関係を調べることができる。２つの円の交点
の座標や，交点を通る円の方程式を求めることができる。
a:点が満たす条件から得られた方程式がどのような図形を表し
ているかを考察しようとする。
b:直線や円などを，条件を満たす点の集合として考えることが
できる。平面上の点の軌跡を，座標平面を利用して考察するこ
とができる。軌跡を求めるには，逆についても調べる必要があ
ることを理解している。
c:点が満たす条件から得られた方程式を，図形として考察する
ことができる。
d:軌跡の定義を理解し，与えられた条件を満たす点の軌跡を求
めることができる。媒介変数処理が必要な軌跡の求め方を理解
している。
a:条件として与えられた不等式の表す領域を図示することによ
り，鮮やかに最大値・最小値を求めることができることに興
味・関心をもつ。不等式を含む命題を，不等式の表す領域を用
いて証明することに興味・関心をもつ。放物線を境界線とする
領域に関心をもち，考察しようとする。
b:不等式を満たす点の集合を，平面上の領域としてみることが
できる。 条件の真理集合を考えることにより，命題の真偽を
真理集合の包含関係として考察することができる。
c:図で与えられた領域を不等式で表すことができる。線形計画
法では(x，yの１次式)＝kとおいて，この式が直線を表すこと
を利用できる。
d:不等式の表す領域を図示することができる。連立不等式の表
す領域を図示することができる。領域を利用する１次式の最大
値・最小値の求め方を理解している。領域を利用して，命題を
証明することができる。

円 円の方程式 ○ 〇 〇 ○ 定期考査
確認テスト

提出物
観察

円と直線 ○ ○ 〇 ○ 定期考査
確認テスト

提出物
観察

２つの円 〇 ○ ○ ○ 定期考査
確認テスト

提出物
観察

不等式の表す領域
研究　放物線を境界
線とする領域

○ ○ ○ ○ 定期考査
確認テスト

提出物
観察

○ ○ 定期考査
確認テスト

提出物
観察

後期
12,1,2月

図形と方程式
（数Ⅱ）

点と直線 ２直線の関係 ○

軌跡と領域 軌跡と方程式 ○ ○ ○ ○ 定期考査
確認テスト

提出物
観察


